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所属補習所 氏名 

 
    

 

生年月日 

月 日 補習生カード番号(9桁) 

                          

 

問題１ 資産課税の全体像、相続税法、贈与税、譲渡所得課税概論 

問１ 

 

問２ 

① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ 

 

問３ 

（１） 

計算結果               円 

計算過程   

 
（２） 

計算結果               円 

計算過程   

 
（３） 

計算結果               円 

計算過程   

                

                 

※大きく読みやすい字で記入をお願いします 



（４） 

（乙） 

計算結果               円 

計算過程   

 

（丙） 

計算結果               円 

計算過程   

 

（５） 

（乙） 

計算結果               円 

計算過程 
   

 

 

問４ 

（１） 

①   

②          税 

③ 

計算結果               円 

計算過程 

 

 

 

 

 
 

（２） 

①          税  

② 

計算結果               円 

計算過程 
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所属補習所 氏名 

 
    

 

生年月日 

月 日 補習生カード番号(9桁) 

                          

 

問題２ 所得税法概論 

問１  問２  問３  問４  問５ 

         

 

問６  

（１）      （２）  （３）   （４）   

（５）      （６）  （７）  （８）   

（９）     （10）       （11）  （12）  

（13）  （14）    （15）    （16）     

（17）  （18）   （19）    （20）  

 

 

問題３ 消費税法概論、消費税法の実務 

問１   

１． 

 

 

２． 

① ② ③ ④ 

基準期間 課税売上高 1000万円以下 課税資産の譲渡等 

 

３． 

 

 

４． 

（ア） （イ） （ウ） （エ） 

○ ○ ○  

※大きく読みやすい字で記入をお願いします 



５． 

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） 

○ ○ ○ ○ ○ 

 
６． 

る支払対価の額の合計額が３万円未満である場合 

 

問２ 

１． 

当該取引における（仮受    消費     ）の額 100円 

（説明） 

 
消費税の資産の譲渡等に係る対価の額は仕入の額と一致していなければならないことから、収益認 

 

 
２． 

当該取引における（仕入れに係     る対価 ）の額 550円 

（説明） 

 
550 円は本来債務持参の原則に基づき、支払側の負担となるべきところ、当該負担分を相手先が負担 

 

問３ 

１． 

課税売上高 12,540,000円 

（計算過程） 

 
商品総売上高 14,300,000 － 売上値引高 550,000 - 売上返品高 1,210,000 ＝12,540,000 

 

 
２． 

｢課税資産の譲渡等の対価の額」に含める金額 660,000円 

（説明） 

の譲渡等の対価の額」に含めるべき金額は、売却益ではなく、売却価額の総額である。 

 

 

 


